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１　

は
じ
め
に

本
県
の
青
少
年
愛
護
条
例
は
、
旧
条
例
の
制
定
時

か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て
青
少
年
（
18
歳
未
満
）
の

健
全
育
成
の
柱
と
な
っ
て
い
る
条
例
で
す
（
旧
条
例

は
昭
和
33
年
、
現
行
条
例
は
昭
和
38
年
に
そ
れ
ぞ
れ

施
行
）。

条
例
の
目
的
も
制
定
時
か
ら
一
貫
し
て
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。青
少
年
に
は
罰
則
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
む
お
そ
れ
の
あ
る
大
人

や
営
業
者
の
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少

年
を
有
害
な
社
会
環
境
か
ら
保
護
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
協
働
に
よ
る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
保

護
に
つ
い
て
「
県
、
市
町
、
県
民
、
保
護
者
及
び
事

業
者
は
、
自
発
的
か
つ
積
極
的
に
青
少
年
の
健
全
な

育
成
と
保
護
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
相
互
に
協
力
及
び
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

青
少
年
に
と
っ
て
良
好
な
社
会
環
境
の
整
備
を
図
る

も
の
と
す
る
。」（
第
８
条
）
と
定
め
て
お
り
、「
参

画
と
協
働
」
の
理
念
の
も
と
、
県
民
運
動
と
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

条
例
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
章　

総
則

第
２
章　

�

協
働
に
よ
る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
と

保
護

第
３
章　

優
良
興
行
及
び
優
良
図
書
類
の
推
奨

第
４
章　

�

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お

先進・ユニーク条例【解説】

　兵庫県は、「青少年愛護条例」を改正した（条
例第34号として平成28年３月22日公布、平
成28年4月1日施行）。青少年が「ネット依存」
に陥るのを防ぐため、青少年がインターネット
を利用する際の利用時間などのルールづくり
への支援を保護者や教育関係者だけでなく、
県内全ての人々の努力義務として規定。ルー
ルづくりに関し、全ての人々を対象にした条例
としては、全国初。

そ
れ
の
あ
る
営
業
等
の
制
限

第
５
章　

�

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
の
禁
止
等

第
５
章
の�

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報

等
か
ら
の
青
少
年
の
保
護

第
６
章　

雑
則

第
７
章　

罰
則

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
等
か
ら
の
青
少

年
の
保
護
は
、
第
５
章
の
２
で
規
定
し
て
お
り
、
平

成
18
年
４
月
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
導
入
を
努
力

義
務
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、平
成
21
年
４
月
の「
青

少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
20

年
法
律
第
79
号
。
以
下
、「
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
整
備
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
を
受
け
、
平

青
少
年
愛
護
条
例
の
一
部
改
正

　
　
〜
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
基
準
づ
く
り
〜

兵庫県

兵
庫
県
企
画
県
民
部
青
少
年
課
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成
21
年
７
月
に
①
端
末
設
備
を
公
衆
の
利
用
に
供
す

る
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
を
義
務
化
、
②
携
帯
電

話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
つ
い

て
の
事
業
者
、
保
護
者
の
義
務
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
書
の
提
出
・
保
管
等
の
手

続
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
の
原
則
義
務
化
）

規
定
の
新
設
、
③
事
業
者
の
義
務
違
反
に
対
す
る
勧

告
・
公
表
規
定
の
新
設
を
行
い
ま
し
た
。
②
と
③
は

制
定
当
時
、
全
国
初
の
規
定
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

同
様
の
規
定
が
全
国
各
地
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

関
す
る
基
準
（
ル
ー
ル
）
づ
く
り
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
県
内
全
て
の
人
々
の
努
力
義
務
と
す
る
改
正
を

行
い
、
本
年
４
月
よ
り
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２　

条
例
改
正
に
至
っ
た
背
景

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
心

身
と
も
に
発
達
途
上
に
あ
る
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
健
全
な
判
断
能
力
を
育
成

さ
れ
な
い
ま
ま
そ
の
利
用
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
危
険
性
や
過
度
の
利
用

に
よ
る
体
力
低
下
、
睡
眠
障
害
、
学
業
へ
の
影
響
等

の
弊
害
が
増
し
、
健
全
な
育
成
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ

れ
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
携
帯
電
話
の
所
持
率

県
内
の
青
少
年
（
小
５
～
高
３
）
約
３
千
人
を
対

象
と
し
て
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
実
態
調
査
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
携
帯
電
話
の
所
持
率

は
小
学
生
で
46
％
、
中
学
生
で
57
％
、
高
校
生
で
は

98
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
生
は
、
前
年
の

33
％
か
ら
急
増
し
て
お
り
、
今
後
も
し
ば
ら
く
こ
の

傾
向
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
（
図
１
）。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
の
犯
罪
被
害

警
察
庁
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
「
出
会
い
系
サ
イ

ト
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
事
犯
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
」に
よ
る
と
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
で
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
青
少
年
数
は
、
昨
年

図１

図２　コミュニティサイトで犯罪被害に遭った青少年数（全国）

〔平成27年７・８月　兵庫県青少年課調査〕

〔警視庁H28. ４. 14発表「平成27年における出会い系サイト及び
コミュニティサイトに起因する事犯の現状と対策について」〕

（人）

（年度）
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に
は
過
去
最
悪
の
１
６
５
２
人
と
な
り
ま
し
た
（
図

２
）。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
状
況
が
判
明
し
た

被
害
者
の
う
ち
、
94
・
８
％
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
り
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
機
能
が
犯
罪
被
害
防
止
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

（
３
）
携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
率

本
県
で
は
、
携
帯
電
話
の
契
約
時
に
お
け
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
携
帯

電
話
販
売
店
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
平
成
21
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
利
用
率
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
は
上
昇
し
て
い

ま
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
た
平
成
24

年
度
以
降
急
速
に
低
下
し
、
平
成
25
年
度
に
は
５
割

を
切
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
利
用
す
る
と
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

ア
プ
リ
が
使
え
な
く
な
る
と
い
う
誤
解
が
広
ま
っ
た

こ
と
、
端
末
の
高
機
能
化
に
よ
り
契
約
手
続
が
煩
雑

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
４
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存

ま
た
、
近
年
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
初
め
て
ネ
ッ
ト
依

存
治
療
部
門
を
設
置
し
た
国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医

療
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
前
出
の
実
態
調
査
に

お
い
て
、
昨
年
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
に
つ

い
て
も
調
査
し
ま
し
た
（
図
４
）。
そ
の
結
果
、
６
・

４
％
の
青
少
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
の
疑
い
が

あ
る
こ
と
や
22
％
が
１
日
４
時
間
以
上
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
（
図
５
）。

依
存
が
深
刻
化
す
る
と
、
体
力
低
下
や
睡
眠
障
害

な
ど
、
様
々
な
弊
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
県
で
は
、
産
官
学
民
が
連
携
し
て
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
青
少
年
自
身
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー

ル
づ
く
り
等
を
行
う
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
携

帯
電
話
事
業
者
へ
の
要
請
や
販
売
店
へ
の
立
入
指
導

の
強
化
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
27
年
度
（
平
成
28
年

１
月
）
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
率
は
、
61
・
６
％

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

図３

図４

（年度）

（5、6年）

先進・ユニーク条例
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一
部
の
地
域
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
率

が
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

も
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
危
険
性
や

弊
害
等
の
認
識
が
県
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
身
近
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

３　

条
例
の
改
正
内
容

（
１
）
改
正
前
の
第
５
章
の
２
の
構
成

改
正
前
、
条
例
の
第
５
章
の
２
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
か
ら
の
青
少
年
の
保
護
」
を

表
題
と
し
て
、
第
24
条
の
２
か
ら
第
24
条
の
５
ま
で

の
全
４
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①　

第
24
条
の
２
（
保
護
者
の
取
組
）

保
護
者
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
端
末

設
備
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
が

有
害
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
危
険
性
や

弊
害
等
の
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
関
す
る
青
少
年
の
健
全
な
判
断
能
力
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

②　

第
24
条
の
３
（
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
つ
い
て
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
等
）

端
末
設
備
を
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
事
業
者
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
）
に
対
し
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
利
用
等
に
よ
り
、
青
少
年
が
有
害
情
報
を

閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
を
講
ず
る
義
務
を

課
し
て
い
ま
す
。
知
事
は
、
違
反
し
て
い
る
事
業
者

に
対
し
、
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
勧
告
を
し
、

勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
表
で

き
る
よ
う
規
定
し
て
い
ま
す
。

③　

第
24
条
の
４
（
携
帯
電
話
端
末
設
備
等
に
よ
る

有
害
情
報
の
閲
覧
防
止
措
置
）

携
帯
電
話
端
末
設
備
等
に
よ
る
有
害
情
報
の
閲
覧

防
止
措
置
と
し
て
、
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
法
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
役
務
の
契
約
時
の
具
体
的
な
手
続
に
つ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。
保
護
者
に
対
し
て
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
利
用
し
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
理

由
を
記
載
し
た
書
面
（
申
出
書
）
を
携
帯
電
話
事
業

者
に
提
出
す
る
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
電
話
事
業
者
に
対
し
て
は
、
契
約
時
に
事
業
者
が

提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
内
容
や
青
少
年
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
不
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
書
面
で
交
付

す
る
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
な
い
契
約

を
締
結
し
た
際
は
、
申
出
書
ま
た
は
申
出
事
項
に
係

る
電
磁
的
記
録
を
契
約
期
間
中
保
存
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
事
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
し
な
い
契
約
を
締
結
し
た
保
護
者
に

対
し
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
説
明
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を

図５
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求
め
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
規

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
に
対
す
る
勧
告
及

び
公
表
に
つ
い
て
も
、
第
24
条
の
３
と
同
様
に
規
定

し
て
い
ま
す
。

④　

第
24
条
の
５
（
県
の
施
策
）

県
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
青
少

年
の
健
全
な
判
断
能
力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
普
及

啓
発
、
教
育
等
の
施
策
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
今
回
新
た
に
規
定
し
た
内
容

　
　
　

第
５
章�

の
２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有

害
情
報
等
か
ら
の
青
少
年
の
保
護

第
24
条
の
２　

保
護
者
の
取
組

第
24
条
の
３　

�

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
つ
い
て
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措

置
等

第
24
条
の
４　

�

携
帯
電
話
端
末
設
備
等
に
よ
る
有

害
情
報
の
閲
覧
防
止
措
置

第
24
条
の
５　

�

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
に
関
す
る
基
準
づ
く
り�

※
新
た
に
規
定

第
24
条
の
６　

�

県
の
施
策�

※
改
正
前
は
第
24
条
の
５
で
規
定

今
回
の
改
正
で
は
、
章
の
表
題
の
「
有
害
情
報
」

の
後
に
「
等
」
を
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
を

含
む
諸
問
題
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
第
24
条
の
５
（
県
の
施

策
）
を
第
24
条
の
６
と
し
、
第
24
条
の
５
と
し
て
青

少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
基
準

（
ル
ー
ル
）
づ
く
り
に
つ
い
て
、
新
た
に
次
の
と
お

り
規
定
し
ま
し
た
。

（
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す

る
基
準
づ
く
り
）

第
24
条
の
５　

何
人
も
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
伴
う
危
険
性
、
過
度
の
利
用

に
よ
る
弊
害
等
に
つ
い
て
認
識
し
、
青
少
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
基
準
づ
く

り
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
の
支
援
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
基
準
は
、
そ
の
内
容
に
次

に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
過
度
の
利
用
等
を

防
止
す
る
た
め
の
そ
の
利
用
の
時
間
に
関
す

る
事
項

（
２
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
伴
う
危
険

等
を
防
止
す
る
た
め
の
そ
の
利
用
の
方
法
に

関
す
る
事
項

（
３
）
改
正
条
文
の
解
説

保
護
者
や
青
少
年
育
成
関
係
者
に
対
し
て
ル
ー
ル

づ
く
り
を
求
め
る
例
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
て
の
人
々
を
対
象
と
し
た
条
例
は
、
全
国
初

と
な
り
ま
す
。

第
１
項
の
「
何
人
も
」
と
は
、
県
、
市
町
、
教
育

関
係
者
、
保
護
者
、
事
業
者
等
県
内
全
て
の
人
々
を

い
い
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
し
、

家
庭
や
学
校
の
み
の
問
題
と
せ
ず
県
全
体
の
問
題
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
全
て
の
人
々
が
、
ル
ー
ル
づ
く
り
に
関
し
て

よ
り
有
効
な
支
援
を
行
う
た
め
、
平
素
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
伴
う
危
険
性
や
過
度
の
利
用

に
よ
る
弊
害
等
に
つ
い
て
認
識
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
づ
く
り
に
際
し
て
は
、
青
少
年
が
話
合
い

を
行
っ
た
上
で
、
自
ら
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
青
少
年
と
保
護
者
が
話
し

合
っ
て
決
め
る
ル
ー
ル
や
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と

が
困
難
な
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
で
決

め
る
ル
ー
ル
等
、
作
成
者
を
問
わ
ず
広
く
支
援
の
対

象
と
し
ま
す
。

「
支
援
」
と
は
、
学
校
や
地
域
等
に
お
け
る
ル
ー

ル
づ
く
り
へ
の
助
成
や
防
犯
教
室
等
の
実
施
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、ル
ー

ル
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
い
い
ま
す
。

第
２
項
は
、
前
項
の
支
援
に
よ
り
作
成
さ
れ
る

ル
ー
ル
が
、
よ
り
有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
内
容

に
含
め
る
事
項
と
し
て
利
用
時
間
及
び
利
用
方
法
の

２
点
を
定
め
て
い
ま
す
。
第
１
号
は
、
過
度
の
利
用

や
深
夜
の
利
用
に
よ
る
体
力
低
下
、
睡
眠
障
害
、
学

力
低
下
等
を
防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
指
し
、
具

体
的
に
は
「
１
日
の
総
利
用
時
間
」「
利
用
可
能
な

先進・ユニーク条例
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時
間
帯
」
な
ど
の
内
容
を
い
い
ま
す
。

第
２
号
は
、
犯
罪
被
害
や
有
害
情
報
に
よ
る
健
全

育
成
の
阻
害
、
い
じ
め
等
に
よ
る
人
間
関
係
の
悪
化

等
を
防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
指
し
、
具
体
的
に

は
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
」「
個
人
情
報
等
の
取

扱
い
」「
ネ
ッ
ト
で
の
知
り
合
い
と
の
連
絡
の
際
の

注
意
点
」
な
ど
の
内
容
を
い
い
ま
す
。

４　

条
例
に
基
づ
く
取
組

従
来
か
ら
本
県
で
は
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
県
民
運
動
と
し
て
「
青
少

年
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
大
作
戦
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、①「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
！
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開
催
、
②
青
少
年
が
よ
り

具
体
的
な
対
策
を
考
え
る
「
ひ
ょ
う
ご
ケ
ー
タ
イ
・

ス
マ
ホ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催
、
③
青
少
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

実
施
、
④
ル
ー
ル
づ
く
り
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
対
策
先
進
事
例
の
公
募
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
「
ス
マ
ホ
サ

ミ
ッ
ト
in
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
６
」
を
12
月
17
日
に
開

催
し
、
表
彰
や
結
果
発
表
等
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
８
月
に
は
ネ
ッ
ト
を
や
め
ら
れ
な
い

青
少
年
を
対
象
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
自
然

と
ふ
れ
あ
い
日
常
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る

⑤
「
人
と
つ
な
が
る
オ
フ
ラ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ
」
を
開

催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
の
実
態
や
危
険
性
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
通
じ
、
県
民
へ
の
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
条
例
改
正
を
受
け
て
、
学
習
会

の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
の
ル
ー
ル
づ

く
り
に
向
け
た
取
組
に
対
し
、
市
町
と
連
携
し
て
１

校
当
た
り
３
万
円
を
補
助
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
関
す
る
基
準
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
県
内
全

公
立
小
学
校
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

の
携
帯
電
話
所
持
率
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
規
範
意
識
が
高
い
小
学
生
の
う
ち
に
ル
ー
ル
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し
て
も
、
販
売
時
の
保
護

者
に
対
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
と
併
せ
て
、

ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
学

校
な
ど
で
行
わ
れ
る
学
習
会
等
へ
の
講
師
派
遣
な

ど
、
よ
り
一
層
の
働
き
か
け
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
産
官
学
民
が
連
携
し
て
青
少
年
へ

の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
青
少
年
が
健
全
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

スマホサミットinひょうご


